
 

丹後学園 

                  う か わっ こ 
                  

令和７年４月４日 京丹後市立宇川保育所 ７６－１２４９ 

４月 

                  

ご進級おめでとうございます

 まだまだ肌寒い日もありますが、あたたかな日差しに桜の花が咲き、子ども達の進級をお祝い

してくれているようです。６名の素直な子ども達と新しい一年が始まりました。 

新しい環境に期待する姿がある一方、戸惑いも感じられます。一人一人の気持ちに寄り添い、

信頼関係を大切にして、子ども達が安心して楽しく保育所で過ごせるようにしていきたいと思い

ます。子ども達の笑顔があふれ、健やかな成長の一年となりますよう、保護者の皆様のお力をお

借りしながら職員一同力を合わせて保育・教育を進めてまいりますので、どうぞよろしくお願い

します。 

 

4日（金） 進級式 

８日（火） 進級おめでとう会 

９日（水） 碇高原ふれあい広場（全員で行きま

すので、連絡のある時は、バス携帯

07０━1073━3290 までお願い

します。） 

１５日（火） にこちゃんはっぴーで― 

（丹後学園挨拶運動） 

１９日（土） 保育参観 

保護者会総会、鯉のぼり支柱立て 

２２日（火） 発育測定 

２４日（木） 避難訓練（合図を知る） 

２５日（金） 布団持ち帰り 

＊５月の主な行事予定 

１５日（木） 春の遠足（全児おかず入りの 

お弁当をお願いします） 

※行事の予定や内容は変更になる場合がありま

す。 

 

＊宇川保育所 教育・保育目標 

『心豊かでたくましく、 

生き生きと遊ぶ子ども』 

＊テーマ 

みんなだいすき！あったかはーと♡ 

～いっぱいかんじて つたえよう～ 

一人一人の気持ちを大切に受け止め、

認め合える雰囲気づくりや関係をつなげ

ていく取り組みをすすめ、子ども達の伝

えようとする意欲やその土台を育ててい

きたいと思います。 

＊４月のねらい 

・新しい環境に慣れ、安心して過ごす。 

・好きな遊びを見つけて、保育者や友達 

と楽しむ。 

・春の自然に興味や関心をもつ。 

笑顔で「いってきます！」 

児童調査票 

 児童調査票を持ち帰ります。変更のある場合は訂正

し（訂正印不要）、８日（火）までに持って来てくださ

い。 

 
紙芝居の貸し出し 

 誕生会の日に、紙芝居を 2 冊お祝いに貸し出し

ます。保護者の方に読んでいたたき、読み終わっ

たら袋にしまうなど大切に扱ってください。 

除草作業をします 

 ２８日（月）、天理教の方が奉仕作業を行ってくだ

さいます。雨天の場合は窓ふきをお世話になる予定で

す。子ども達も一緒に保育所をきれいにしたいと思い

ます。 

＆ 
＊送迎について・・・９時までに登所してください。給食提供が丹後こども園からの搬入になりました

ので、欠席連絡等につきましては、必ず９時までにお願いします。登所が遅くなる時や土曜日の欠

席についても連絡してください。わかっていれば事前に連絡いただけるとありがたいです。迎えの

予定時刻もコドモンや職員に口頭でお知らせください。駐車場の周りは一般道です。車の乗降時は

お子さんから目を離さず、玄関までは手をつなぎ、安全に注意してください。 

＊出席ノート（３～５歳児）、名札の裏（３～５歳児）・・・表紙の裏、名札の裏に必要事項を記入してくださ

い。 

＊カラー帽子・・・持ち帰った白い布に名前を書いて、帽子を被って左側に縫い付けてください。 

＊薬の取り扱い・・・医師の診断による薬のみお預かりし、市販品はお預かりできません。１回分（水薬

は容器に入れてください）に記名し、「薬の連絡票」に記入して、職員（バス利用児はバス添乗員）

に直接手渡してください。 

＊かばんの中の確認・・・保育所からの手紙や子どもがかいたり作ったりしたものなど入っていること

があります。お子さんが出した後でも、かばんの中を確認してあげてください。 

＊布団・上靴・園庭靴・・・毎月末の金曜日に持ち帰ります。シーツを洗濯するなどして月曜日に持って

来てください。靴はサイズの確認もお願いします。翌土曜日来られる方は上靴を忘れずにお願いし

ます。 

＊写真掲載について・・・保育所での活動や行事の様子を市のホームページや、広報誌などに写真も利

用してお知らせしています。お子さんの写真掲載を遠慮される方は、保育所までお知らせください。 

 

 

 

 

 

 送迎時、お子さんが泣い

ていたら心配になります

ね。笑顔で登所できるポイ

ントは、元気に「いってきま

す！」をすること。保護者の

方に「いってらっしゃい」

と、背中を押してもらうこ

とで、お子さんも安心して、

気持ちが切り替えられると

思います。 


